
奈
良
・興
福
寺
旧
境
内

霞
院
地
５

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
登
大
路
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
和
飩
）
八
月
ｔ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
井
上
義
光

。
中
井

一
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
京
外
京
の
北
東
隅
部
に
所
在
す
る
興
福
寺
は
、
藤
原
氏
の
氏
寺
と
し
て

繁
栄
し
て
い
た
が
、
現
在
は
主
要
伽
藍
を
残
す
の
み
で
、
他
の
地
域
は
官
公
庁

や
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
六
三
年
に
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
る

「
な
ら

・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
博
」
の
施
設
の
建
設
が

こ
の
地
に
予
定
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
、
地
下
遺
構
を
保
存
す

る
た
め
の
資
料
を
得
る
た
め
調

査
を
行
な
っ
た
。
調
査
地
域
は

宮
本
長
二
郎
氏
の
境
内
復
元
に

よ
る
と
賤
院
地
区
と
さ
れ
て
い
る
所
で
、
二
間
×
一
三
間
以
上
の
東
西
棟
の
掘

立
柱
建
物
が
南
北
に
二
棟
な
ら
ん
で
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
二
棟
の
間
に
は
、　
一

〇
世
紀
代
に
廃
棄
さ
れ
た
井
戸
が
あ
り
、
こ
の
内
よ
り
量
は
少
な
い
が
フ
イ
ゴ

の
羽
口
な
ど
が
出
上
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
も
の
を
使

っ
た
作
業
が
こ
の

地
域
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
こ
の
東
西
棟
の
建
物
の
柱
掘
形
を
破
壊
し
て
作
ら

れ
た
井
戸
で
、
径
約
四
ｍ
の
規
模
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
で
検
出
し
た

の
は
、
こ
の
う
ち
の
四
分
の
一
の
み
で
他
は
調
査
地
区
外
で
あ
る
。
本
来
素
掘

り
の
井
戸
で
あ

っ
た
の
か
、
井
戸
枠
が
抜
き
去
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
、

掘
形
壁
の
破
壊
が
は
な
は
だ
し
く
、
ま
た
断
面
形
が
袋
状
を
呈
し

て

い
た

た

め
、
上
面
か
ら
約
二
ｍ
の
深
さ
ま
で
し
か
調
査
で
き
ず
、
は
っ
き
り
さ
せ
ら
れ

な
か
っ
た
。
井
戸
内
は
、
廃
棄
後
に
投
棄
さ
れ
た
灰
の
層
で
満
た
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
中
に
縞
状
に
若
干
の
土
器
、
木
片
等
を
含
む
粘
質
土
が

入

っ
て

い

た
。
全
体
的
に
こ
れ
ら
は
レ
ン
ズ
状
の
堆
積
を
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
堆
積
土

中
よ
り
木
簡
を

一
括
し
て
検
出
し
た
。
他
の
遺
物
は
少
な
く
、
時
期
決
定
は
む

ず
か
し
い
が
、　
一
四
世
紀
代
な
い
し
は
一
五
世
紀
代
頃
と
思
わ
れ
る
。
瓦
器
片

が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

一
五
世
紀
代
の
可
能
性
が
高
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

出
土
点
数
は
二
九
〇
点
に
も
お
よ
が
。
数
点
の
笹
塔
婆
を
の
ぞ
け
ば
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
全
て
が
、
頭
部
を
圭
頭
状
に
し
、
経
典
を
書
写
し
た
こ
け
ら
経
で
あ

る
。
完
形
の
も
の
が
比
較
的
多
く
、
そ
れ
ら
は
二

一
・
五
ｃｍ
と
二
五
伽
前
後
の

(奈 良)
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(6)    (5) ニ
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
そ
う
で
あ
る
。
全
て
檜
の
薄
片
で
墨
痕
は
明
瞭
で
あ

る
が
、
十
数
枚
が
く

っ
つ
い
て
出
土
し
た
た
め
、
他
片
に
文
字
が
う
つ
り
、
判

読
に
苦
し
む
場
合
も
あ

っ
た
。
出
土
点
数
が
多
く
整
理
中
で
あ
り
、
検
討
す
べ

き
問
題
も
多
い
の
で
、　
詳
細
は
報
告
書
に
譲
り
た
い
。
　
こ
こ
で
は
代
表
的
な

も
の
の
釈
文
を
示
し
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

（最
下
段
の
カ
ッ
コ

内
は
出
土
番
号
）

①

　

「
地
蔵
菩
薩
本
願
経
灯
利
天
宮
神
通
品
第

ぎ
３

大
じ

溢

ｏＰ

側

②

　

「
如
是
我
聞

一
時
仏
在
灯
利
天
為
母
説
法
訟
酎

入
じ

溢

ｏ２
　
側

「
十
方
無
量
世
界
不
可
説
不
可
説

一
切
諸
仏
及
（や
μω）
×
（μ卜）
×
μ

名
大
菩
薩
摩
詞
薩
皆
来
集
会
證
歎
釈
迦
牟
尼
仏

名
此
世
界
他
世
界
此
国
土
他
国
土
如
是
□
来
集
ｘ

（中
μ⇔）
×
（μ⇔
）
×
滓

名
能
於
五
濁
悪
世
現
不
可
思
議
大
智
慧
□
□
之

名
摩
詞
薩
沙
観
是

一
切
諸
仏
菩
薩
及
天
龍
秘
ヂ
大
じ
置

名
力
調
伏
剛
□
□
衆
生
知
音
楽
法
各
遣
侍
者
問
訊

二
本
時
釈
迦
牟
尼
仏
告
文
殊
師
利
法
王
子
菩
薩
（］
牌卜）
×
（μ⇔
）
Ｘ
序

〇〇μ　　一脚剛

Ｏωド　　一脚脚

「世
尊
是
時
如
来
含
笑
放
百
千
万
億
大
光
明
雲

「大
愛
敬
鬼
鬼
王
如
是
等
鬼
王
皆
来
集
会
（中ＯΦ）
Ｘ
（出⇔
）
Ｘ
Ｐ

「
所
謂
大
円
満
光
明
雲
大
慈
悲
光
明
雲
大
智
慧

「
王
行
病
鬼
王
□
□
鬼
王
慈
心
鬼
王
福
利
鬼
□
×

（］μ『）
×
（μ『）
×
四

「
光
明
雲
大
般
若
光
明
雲
大
三
味
光
明
雲
大
吉

「悪
目
鬼
王
敢
血
鬼
精
気
鬼
王
敢
胎
卵
鬼

（中
μ⇔
）
Ｘ
（
μ⇔
）
×
μ

12,l1211

l10
ヽ
ツ
れ
早⑫

　

「小
時
大
□
智
□
如
来
受
十
方
諸
梵
天
王
及
計

器
×
μ露
推
ｏ⇔Ч

旺

ω
に

「
地
蔵
菩
薩
本
願
経
」、
⑩
に

「地
蔵
菩
薩
本
願
」

と
み
え
る
こ
と
を

手
が
か
り
に
、　
一
部
、
こ
け
ら
経
の
配
列
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

は
①
ぞ
①
の
部
分
で
、
「
地
蔵
菩
薩
木
願
経
」
（上
下
三
巻
、
『大
正
新
脩
大
蔵
経
』

第
一
三
巻
七
七
七
―
七
九
〇
ペ
ー
ジ
に
収
め
る
）
の
巻
首
と
、

「切
利
天
宮
神
通
品

第

ご

で
あ
る
。

元
興
寺
極
楽
坊
の
こ
け
ら
経

（卒
塔
婆
経
と
も
）
は
、
本
堂

（曼
荼
羅
堂
）
の
解

〇〇μ　　［山］

〇⇔μ　　内山］

〇⇔Ｐ　　一脚凹

「
地
蔵
菩
薩
本
願
」

「南
無
地
蔵
菩
薩
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ宴
］巽
μ
ｏ２

①

×
□

一
巻
十
一
言
蹄
頂
児
日
十
三
日
　
頓
写

（
布
瀞
“一ｘ六
針
一一
フ
ｏＰ
　
側



体
修
理
時
に
天
丼
裏
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
、
境
内
各
所
の
発
掘
に
よ
り

発
見
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
お
よ
そ
三
万
五
千
本
余
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
は
二
〇

本
で

一
把
の
も
の
、
二
〇
本

一
把
と
は
な
ら
な
い
が
粥
ら
か
に
セ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
も
の
、　
な
ど
に
分
類
さ
れ
て
い
る

（『日
本
仏
教
民
俗
基
礎
資
料
集
成
六

元
興
寺
極
楽
坊
Ⅵ
』
中
央
公
論
美
術
出
版

昭
和
五
〇
年
）。

①
ｉ
Ｏ
は
密
着
し

一
塊
り
と
な
っ
て
出
上
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
り
、
復
元

す
る
と
二
〇
本
で
一
把
で
あ

っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
ω
ぞ
①
は
表
面
の
み
に

書
写
し
て
い
る
が
、
⑪
ｉ
①
は
表
裏
と
も
に
経
文
が
み
え
る
。
釈
文
の
配
列
お

よ
び
表
裏
の
判
断
は
、
復
元
結
果
に
も
と
づ
く
。

鯵
Ⅷ
Л
＝
飴

∝
鰯

鰻
％

≦
＝

謂
Ⅷ

＝

握
錦
繋
鰈

熊
柿経の出土状態

羽
地
蔵
菩
薩
本
願
経
巻
上

唐
子
閲
国
三
蔵
沙
門
実
叉
難
陀
訳

切
利
天
官
神
通
品
第

一

如
〆是
我
聞
。
一
時
仏
在
二切
利
天
・。
為
〆
母
説
法
。
《

時
十
方
無
量

世
界

不
可
説

不

可
説

一
切

諸
仏
。

及
大
菩
薩
摩
訂
薩
。
皆
来
集
会
。
讃
コ
歎

釈

迦
牟
尼

仏
能
於
二
五
濁
悪
世
・。
現
三
不

可
思
議
大
智
慧
神
通

之
力
一。
調
コ
伏
剛
彊
衆
生
一知
二苦
楽
法
・。
各
遣
・侍
者
一

問
コ
訊
世
尊
・。
是
時
如
来
含
〆
笑
。
放
三
百
千
万
億
大

光
明
雲
一
所
謂
大

円
満
光
切
雲
。
大
慈
悲
光
明
雲
。

大
智
憲
光ｔ
粥
雲
。
大
般
若
光
明
雲
。
大

三
味

光

明

雲
。
大
吉

―
―
（
ン」
の
後
、
一一一一≡
一字
省
略
）―
―
悪
目

鬼
王
政
血
鬼
王
。
政
精
気
鬼
王
賊
胎
卵
鬼
郵
。
行

病
鬼
王
摂
毒
鬼
王
。
慈
心
鬼
王
福
利
鬼
王
。
大
愛

敬
鬼
王
如
レ是
等
鬼
王
。
皆
来
集
会
。
本
時
釈
迦
牟

尼
仏
告
二
文
殊
師
利
法
王
子
菩
薩
摩
詞
薩
一。
汝
観
下

是

一
切
諸
仏
菩
薩
。
及
天
龍
鬼
神
。
脚
世
界
他
世
界

此
国
土
他
国
土
。
如
レ是
今
来
集
会
到
二切
利
天
・

（後
略
）

途
中
省
略
し
た
部
分
は
、
こ
け
ら
経

一
〇
本
に
表
裏

ほ
ば

一
七
字
を
配
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
は
じ
め
の
三

参

錫

記
謹
彗

鵞
諜
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本
を
あ
わ
せ
て
、
計

一
九
本
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
巻
首
の
一
本
に

続
い
て
、

「唐
子
間
国
三
蔵
沙
門
実
見
難
陀
訳
」
と
記
す

一
本
が
あ

っ
た
と
す

れ
ば

（裏
面
は
な
し
）、　
合
計
二
〇
本
で

一
把
で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
。

元
興
寺
の
こ
け
ら
経
で
は
、
二
〇
本

一
組
の
根
元
を
こ
よ
り
で
ゆ
わ
え
た
例

が
あ
る
。
扇
面
の
よ
う
に
広
げ
て
読
経
し
、
表
が
終
れ
ば
裏
返
し
て
読
ん
だ
ら

し
い
。
本
例
も
も
と
は
こ
よ
り
で
ゆ
わ
え
ら
れ
た
ま
ま
、
放
棄
さ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

①
は
こ
け
ら
経
写
経
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「
×
七
月
十
四
日
　
地

蔵
講
経
　
加
賀
公
分
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
け
ら
経
の
写
経
や
転
読
に
か

か
わ
る
内
容
を
も
つ
。

⑫
は
経
典
名
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、
下
部
の

「
三
　
十

一
」
は
、
例
え
ば

三
巻
の
十

一
番
目
と
い
う
よ
う
に
、
こ
け
ら
経
の
順
序
を
示
し
た
も
の
と
解
さ

れ
る
。
元
興
寺
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。
本
遺
跡
の
こ
け
ら
経
に
も
、
ほ
か
に

「
地
上
　
四
」
と
下
部
に
記
す
も
の
が
あ
り
、

「
地
蔵
菩
薩
本
願
経
上
巻
」
の

第
四
番
目
の
意
味
か
と
思
わ
れ
る
。

⑩
は
五
輪
塔
状
に
左
右
側
辺
を
刻
ん
だ
笹
塔
婆
で
あ
る
。
以
上
に
示
し
た
も

の
の
ほ
か
に
、
五
輸
塔
の
絵
、
僧
侶
の
顔
、
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
武
士
の
横
顔

を
細
筆
で
描
い
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
地
中
か
ら
出
上
し
た
こ
け
ら
経
と
し
て

は
残
り
の
よ
い
も
の
で
あ
り
、
本
簡
学
の
立
場
か
ら
も
種
々
の
考
察
が
可
能
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
７
　
中
井
一
夫
、
８
　
和
田
率
）

奈
良
。藤
原
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
木
之
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
一
二
月
ｉ

一
九
八
六
年
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
舟
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛

・
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
頭

７
　
逹退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

香
久
山
の
西
麓
に
お
い
て
一
九
八
五
年
の
第
四
五

・
四
六
次
調
査
に
続
い
て

第
四
七

・
五
〇
次

（西
）
調
査
を
行

っ
た
。　
第
四
五

。
四
六
次
調
査
地
を
合
わ

せ
た
総
面
積
は
二
〇
〇
〇
〇
ポ
で
、
ほ
ば
藤
原
京
左
京
六
条
三
坊
の
東
北
坪
と

東
南
坪
に
当
た
る
。
こ
の
う
ち
第
四
七

・
五
〇
次

（西
）
調
査
地
は
六
条
三
坊

の
中
心
部
お
よ
び
東
北
坪
西
南
部
に
当
た
る
。
両
調
査
地
は
東
西
に
接
し
て
始

り
、
面
積
は
合
わ
せ
て
四
〇
〇
〇
ド
で
あ
る
。

第
四
五
次
か
ら
第
五
〇
次
ま
で
の
調
査
の
所
見
を
簡
略
に
述
べ
る
と
、
遺
構

は
古
墳
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
藤
原
官
期
は
Ａ

・
Ｂ
二
時

期
に
大
別
で
き
る
。

Ａ
期
は
道
路
と
区
画
の
塀
を
中
心
と
し
た
時
期
で
、
東
三
坊
坊
間
路
、
六
条

条
間
路
、
坪
の
周
囲
を
限
る
塀
、
坪
を
東
西
あ
る
い
は
南
北
に
三
分
す
る
塀
な




